
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「第５次千葉県男女共同参画計画」の推進に当たっては、同計画の目標に

向け、設定した各指標の目標を着実に達成していくため、令和３年度第２

回千葉県男女共同参画推進懇話会において了解いただいた下記の評価方法

等を用い、適正な進行管理に努めています。 
○ 県において、計画の全３１指標及び全２６５事業について、令和４年度

～令和８年度の毎年度、自己評価を行います。 
○ 計画評価専門部会において、計画の全３１指標及び指標に紐付く６０事

業について、令和４年度～令和７年度の４年間で一通り外部評価を行いま

す。（原則、年度ごとに異なる約８指標及びその指標に紐付く事業を外部

評価します。） 
○ 懇話会において、自己評価結果及び外部評価結果について、令和４年度

～令和７年度の毎年度、報告を行います。（なお、令和８年度は、計画 

期間終了後の評価結果について、報告を行います。） 
○ 計画評価専門部会及び懇話会でいただいた意見については、各事業所管

課にフィードバックし、目標達成に向けた、取組の充実を図ります。 
○ 計画の推進状況及び評価結果については、毎年度、県民へ公表を行いま

す。 

「第５次千葉県男女共同参画計画」における評価の概要図 
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➢ 令和６年度の自己評価結果について 

○ 第５次計画における全３１指標の令和７年度末目標値に対する到達状況は、 

下表のとおりです。 

 
 

 
 
 

➢ 計画評価専門部会による令和６年度の外部評価結果について 

○ 令和６年６月及び７月に２回実施した計画評価専門部会では、７指標について
意見をいただきました。 

○ 計画評価専門部会において、各外部有識者からいただいた意見等については、
各事業所管課にフィードバックを行いました。 
引き続き、目標達成に向けた改善等を図っていきます。 

基本目標等

 ◎
（到達度80％
以上、進展、

維持）

  ○
（到達度が

20％以上80％
未満）

△
（到達度が
20％未満）

―
（未判明）

計

7 2 3 2
(6) (4) (4) (1)
4 3 2 3

(4) (2) (4) (2)
0 0 0 3

(0) (0) (0) (3)
1 1 0 0

(0) (1) (1) (0)
12 6 5 8

(11) (5) (7) (8)

Ⅰ あらゆる分野で男女がともに
 活躍できる環境づくり

2

3

12

14

31計

 推進体制

Ⅲ 男女共同参画社会の実現に
  向けた基盤づくり

Ⅱ 安全・安心に暮らせる社会づくり

38.7%

19.4%

16.1%

25.8%

○
6指標

△
5指標

―(未判明)

8指標 ◎
12指標

３１指標の令和７年度末 

目標値に対する到達状況 

○ 昨年度と比較し、「基本目標Ⅰ あらゆる分野
で男女がともに活躍できる環境づくり」の「家族
経営協定締結数」の１指標および、「Ⅱ 安全・
安心に暮らせる社会づくり」の「がん検診の受診
率」の１指標が、「◎」（到達度 80％以上）とな
るなど、計画の進捗が図られています。一方、「基
本目標Ⅰ あらゆる分野で男女がともに活躍でき
る環境づくり」の「子どもを生み育てやすいと感
じる家庭の割合」など、計５指標が「△」（到達
度 20％未満）に留まっています。男女共同参画を
推進するための取組が全庁において順調に進めら
れているところですが、目標達成に向けて引き続
き、施策等を通じて推進を図っていく必要があり
ます。 
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令和６年度評価に対する計画評価専門部会における主な意見 

 

＜＜各指標についての主な意見＞＞ 

   ※ 複数の委員から同様の意見があったものについては、まとめて記載しています。 

 

【指標Ｎｏ.７】  子どもを産み育てやすいと感じる家族の割合 

 

【指標Ｎｏ.８】  保育所等待機児童数 

 
 

【関連事業】 事業Ｎｏ.４２ 保育所等施設整備の助成 

【関連事業】 事業Ｎｏ.４３ 認定こども園施設整備の助成 

【関連事業】 事業Ｎｏ.４４ 放課後児童クラブへの助成 

【関連事業】 事業Ｎｏ.４５ 病児保育事業への助成 

 

 

 意 見  

 ＜ＮＯ．７＞ 

〇 「子どもを産み育てやすさ」を図るのであれば、育児がより大変な時期に入った後の

保護者にアンケートを取るべきではないか。 

○ 今回、評価の基準とした子育てアンケートの対象は「保護者」となっており性別は 

特定されていないが、女性からも男性からも意見を聴けるような工夫が必要ではない

か。 

○ 計画の指標とするには、「子どもを生み育てやすい」と判断する基準が曖昧であり、

見直しが必要。 

 

 ＜ＮＯ．８＞ 

 〇 待機児童数には市町村による偏りがみられるため、発生要因を的確に把握し、必要な

支援を行っていただきたい。 

 ○ 待機児童が減っていることは、子育て支援策が進んだとして、評価できる。 

 〇 今後は保育の質の向上にさらに取り組んでいただきたい。 

〇 各種助成があり、施策が推進されている様子がうかがえるが、その助成により具体的

にどのような声が利用者から寄せられているかがわかると良い。 

 

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和５年度末)

令和７年度末
目標値に対する到達度

目標値
(令和７年度)

７９．９％ ７３．４％
△

（0.0%）
８０.０％以上

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和５年度末)

令和７年度末
目標値に対する到達度

目標値
(令和７年度)

８３３人
（Ｒ２.４.１）

８３人
◎

（90.0％）
０人
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【指標Ｎｏ.１０ 介護人材確保対策事業費補助対象事業数 

【関連事業】 事業Ｎｏ.６１ 福祉・介護人材の確保と定着促進 

 

 

 

 意 見  

 〇 介護は妻、嫁、娘の役割とされることが多く、介護人材を確保することは男女共同 

参画の観点から必要である一方、介護従事者の賃金は低く抑えられ、主として女性の 

職業となり、男女の収入格差を助長する原因ともなっている現実もあることから、多面

的な視点での施策の検討が必要。 

 〇 介護職員の処遇改善を含め、引き続き介護人材の確保・定着に取り組んでいただき 

たい。 

 ○ 目標値は数値目標とした方が良い。 

 ○ 指標の目的や男女共同参画との関係が曖昧であり、指標の見直しが必要。 

  

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和５年度末)

令和７年度末
目標値に対する到達度

目標値
(令和７年度)

１７２ ２１１
◎

（進展）
増加を目指します
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【指標Ｎｏ.１８】  ちばバリアフリーマップ掲載施設数 

【関連事業】 事業Ｎｏ.１５８ ちばバリアフリーマップによる県内施設のバリアフリー 

情報の紹介 

 

 

 意 見  

 〇 掲載施設を増やすだけではなく、バリアフリーマップの広報啓発の方法を充実させ

る必要があるのではないか。 

〇 閲覧傾向を併せて確認し、活用実態を把握する必要あるのではないか。 

〇 情報の掲載・更新・削除にあたっては、定期的に市町村に照会をすることで最新の 

情報を提供できるのではないか。 

○ 指標の目的や男女共同参画との関係が曖昧であり、指標の見直しが必要。 

 

 

【指標Ｎｏ.１９】  主要駅のエレベーター等の設置による段差解消割合 

【関連事業】 事業Ｎｏ.１５９ 鉄道駅バリアフリー設備の整備支援 

   
 

 意 見  

 ○ バリアフリーは、子育て世代にとっても重要であるため、駅のエレベーター設置に 

積極的に財政支援を行うべき。 

〇 必要な駅に設置できるよう、計画的に整備を進めていただきたい。 

〇 主要駅以外の駅にも広がるとよい。 

○ 指標の目的や男女共同参画との関係が曖昧であり、指標の見直しが必要。 

  

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和５年度末)

令和７年度末
目標値に対する到達度

目標値
(令和７年度)

１,９３５施設 ２,０９７施設
○

（54.9%）
２,２３０施設

(目標数値：年間５０施設の増）

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和５年度末)

令和７年度末
目標値に対する到達度

目標値
(令和７年度)

９５．９％ ９９．１％
○

（78.0%）
１００％
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【指標Ｎｏ.２４】 がん検診の受診率 

【関連事業】 事業Ｎｏ.１７５  総合的ながん対策の推進 

 
 

 

 意 見  

 〇 受診率の男女差について分析したうえで、男女差が生じないような施策を検討し、 

受診率の増加に努めていただきたい。 

○ 受診率が高い他県の取組事例などを参考にしたらよいのではないか。 

 ○ 目標値は数値目標とした方が良い。 

 ○ 指標の目的や男女共同参画との関係が曖昧であり、指標の見直しが必要。  

 

【指標Ｎｏ.２５】  災害対策コーディネーター登録者数 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２１１  災害対策コーディネーターの活動支援 

 

 

 

 意 見  

 〇 登録数の男女差について分析し、男女差を解消する施策を検討していただきたい。 

○ 女性を一定の割合で選任することを義務付けるなどの施策もあるとのことだが、 

災害時、特に避難所における女性の権利侵害は大変大きな問題であることから、その 

ような義務付けを積極的に行うなどして、女性がリーダーとして災害時に活動できる

ような施策を講じていただきたい。  

○ 具体的に、地域の中で女性の災害コーディネーターがどのような活動をしているの

か、周知することで、女性の活躍を促す一助になるのではないか。  

○ 育成だけでなく、いざという時のためにも、その後の継続した活動支援が必要。 

○ 目標値は数値目標とした方が良い。 

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和５年度末)

令和７年度末
目標値に対する到達度

目標値
(令和７年度)

胃がん
女性46.3％ 男性54.1％

肺がん
女性48.7％ 男性53.9％

大腸がん
女性42.7％ 男性47.6％

乳がん  女性51.9％
子宮頸がん  女性41.8％

 （Ｒ元年）

胃がん
女性48.2％ 男性51.6％

肺がん
女性50.1％ 男性54.6％

大腸がん
女性44.2％ 男性48.5％

乳がん 女性55.0％
子宮頸がん 女性47.5％

（Ｒ4年）

◎
（進展）

増加を目指します

計画策定時値
(令和元年度)

実績値
(令和５年度末)

令和７年度末
目標値に対する到達度

目標値
(令和７年度)

１,４４５人 １,８５０人
◎

（進展）
増加を目指します
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＜＜全体についての主な意見＞＞ 

 ○ 男女共同参画の推進度を図る指標であるという観点が薄く、計画の指標としては 

見直しが必要と思われるものが散見されるため、次期計画においては十分に精査して

いただきたい。 

○ 各指標に係るデータについては、男女別で比較できるものは可能な範囲で提示して

いただきたい。 

○ 男女間で優位性が認められるデータに関しては、その要因をさらに分析して今後の

取組に活かしていただきたい。  
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

7

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本
目
標
Ⅰ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
２
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
男
女
共
同
参
画
の
促
進

子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
と
感
じ
る
家
庭
の
割
合

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）
7
9
.9
％

目
標

（
令

和
７

年
度

）
8
0
.0
％
以
上

関
係

事
業

事
業

名
令

和
５

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

５
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　
保
育
所
等
施
設
整
備
の
助
成

３
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成

2
,8
7
3
,0
0
0

2
,6
1
6
,9
4
5

①
　
子
育
て
・
介
護
へ
の
支
援

重
点

的
取

組
該

当
施

　
策

施
策
１
　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
体
制
の
整
備

7
8
,0
0
0

5
7
,7
7
5

２
　
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
の
助
成

9
,1
0
6

9
,1
0
6

４
　
病
児
保
育
事
業
へ
の
助
成

6
5
6
,0
0
0

6
0
8
,2
7
3

施
策

計
3
,6
1
6
,1
0
6

3
,2
9
2
,0
9
9

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
と
感
じ
る
家
庭
の
割
合

0
％

令
和
元
年
度
※
１

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

8
0
.0
％
以
上

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

目
標
（
令
和
７
年
度
）

7
9
.9
%

8
3
.1
%

8
1
.6
%

7
2
.6
%

7
3
.4
%

実
績
値

目
安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

8

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本
目
標
Ⅰ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
２
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
男
女
共
同
参
画
の
促
進

保
育
所
等
待
機
児
童
数

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）
8
3
3
人

（
R
2
.4
.1
）

目
標

（
令

和
７

年
度

）
0
人

関
係

事
業

事
業

名
令

和
５

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

５
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　
保
育
所
等
施
設
整
備
の
助
成

３
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成

2
,8
7
3
,0
0
0

2
,6
1
6
,9
4
5

①
　
子
育
て
・
介
護
へ
の
支
援

重
点

的
取

組
該

当
施

　
策

施
策
１
　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
体
制
の
整
備

7
8
,0
0
0

5
7
,7
7
5

２
　
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
の
助
成

9
,1
0
6

9
,1
0
6

４
　
病
児
保
育
事
業
へ
の
助
成

6
5
6
,0
0
0

6
0
8
,2
7
3

施
策

計
3
,6
1
6
,1
0
6

3
,2
9
2
,0
9
9

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

保
育
所
等
待
機
児
童
数

1
0
0
％

令
和
元
年
度
※
１

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

0
人

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

目
標
（
令
和
７
年
度
）

8
3
3
人

（
R
2
.4
.1
）

4
2
8
人

2
5
0
人

1
4
0
人

8
3
人

実
績
値

目
安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

4
2

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

基
本
目
標
Ⅰ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
２
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
男
女
共
同
参
画
の
促
進

保
育
所
等
施
設
整
備
の
助
成

担
当

課
健

康
福

祉
部

子
育

て
支

援
課

施
策
の
方
向
①
　
子
育
て
・
介
護
へ
の
支
援

重
点

的
取

組
該
当

施
策
１
　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
体
制
の
整
備

関
係

指
標

子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
と
感
じ
る
家
庭
の
割
合

保
育
所
等
待
機
児
童
数

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

５
年

度

7
8
,0

0
0

5
7
,7

7
5

・
県
内
の
共
働
き
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
県
内
の
待
機
児
童
数
の
解
消
を
目
指
し
て
、
保
育
所
を
整
備
す
る
事
業
者
に
対
し
て
、
国
の
交
付
金
の
他
に
県
独
自
の
整
備
促
進
費
を
上
乗

せ
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
内
の
保
育
所
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

・
令
和
5
年
度
は
、
保
育
所
を
整
備
す
る
4
か
所
に
対
し
、
助
成
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
5
2
8
人
分
の
定
員
が
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

・
県
内
の
保
育
所
施
設
数
及
び
児
童
定
員
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
待
機
児
童
数
の
減
少
の
一
因
に
も
な
り
、
指
標
「
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
と
感
じ
る
家
庭
の
割
合
」
に
も
一
定
程
度
寄
与

で
き
た
と
考
え
ま
す
。

＜
参
考
＞

　
令
和
3
年
度
：
1
0
か
所
に
対
し
助
成
（
6
1
0
人
分
の
定
員
が
増
加
）

　
令
和
4
年
度
：
７
か
所
に
対
し
助
成
（
5
8
8
人
分
の
定
員
が
増
加
）

・
国
の
交
付
金
な
ど
に
県
単
独
の
上
乗
せ
を
行
い
、
平
成
2
7
年
度
か
ら
令
和
4
年
度
ま
で
の
8
か
年
で
整
備
さ
れ
た
施
設
数
・
定
員
の
増
加
数
は
、
9
8
0
施
設
、
3
7
,5
4
9
人
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を

上
回
る
保
育
需
要
の
伸
び
が
あ
り
、
依
然
と
し
て
待
機
児
童
数
が
多
い
状
態
で
す
。
（
令
和
5
年
4
月
1
日
現
在
全
国
ワ
ー
ス
ト
8
位
）

・
今
後
も
保
育
ニ
ー
ズ
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
保
育
所
等
の
整
備
促
進
に
よ
り
定
員
の
増
加
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
今
後
の
保
育
ニ
ー
ズ
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
保
育
所
等
を
整
備
す
る
事
業
者
に
対
し
県
独
自
の
上
乗
せ
補
助
を
実
施
し
ま
す
。
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

4
3

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
の
助
成

担
当

課
健

康
福

祉
部

子
育

て
支

援
課

基
本
目
標
Ⅰ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
２
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
男
女
共
同
参
画
の
促
進

施
策
の
方
向
①
　
子
育
て
・
介
護
へ
の
支
援

重
点

的
取

組
該
当

施
策
１
　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
体
制
の
整
備

関
係

指
標

子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
と
感
じ
る
家
庭
の
割
合

保
育
所
等
待
機
児
童
数

・
依
然
と
し
て
県
内
需
要
が
高
い
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

５
年

度

9
,1

0
6

9
,1

0
6

・
子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て
る
こ
と
が
出
来
る
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
、
認
定
こ
ど
も
園
の
施
設
整
備
に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

・
県
内
の
認
定
こ
ど
も
園
は
、
令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
の
２
５
４
施
設
か
ら
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
の
2
7
3
施
設
に
増
加
し
ま
し
た
。

・
県
内
の
認
定
こ
ど
も
園
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
待
機
児
童
数
の
減
少
や
多
様
化
す
る
子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ
の
対
応
に
繋
が
り
、
指
標
「
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
と
感
じ
る
家
庭
の
割
合
」
に

も
一
定
程
度
寄
与
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

＜
参
考
＞

　
　
令
和
３
年
４
月
１
日
：
2
1
6
施
設

　
　
令
和
４
年
４
月
１
日
：
2
3
6
施
設

・
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
多
様
化
す
る
中
で
、
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
県
内
需
要
が
高
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
認
定
こ
ど
も
園
の
施
設
整
備
に
対
し
て
助

成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

4
4

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成

担
当

課
健

康
福

祉
部

子
育

て
支

援
課

基
本
目
標
Ⅰ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
２
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
男
女
共
同
参
画
の
促
進

施
策
の
方
向
①
　
子
育
て
・
介
護
へ
の
支
援

重
点

的
取

組
該
当

施
策
１
　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
体
制
の
整
備

関
係

指
標

子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
と
感
じ
る
家
庭
の
割
合

保
育
所
等
待
機
児
童
数

・
引
き
続
き
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
必
要
な
経
費
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

５
年

度

2
,8

8
7
,5

6
2

2
,6

1
6
,9

4
5

保
護
者
が
労
働
等
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童
に
対
し
、
授
業
の
終
了
後
に
小
学
校
の
余
裕
教
室
、
児
童
館
等
を
利
用
し
て
適
切
な
遊
び
及
び
生
活
の
場
を
与

え
て
、
そ
の
健
全
な
育
成
を
図
る
事
業
で
、
そ
の
運
営
費
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

・
令
和
５
年
度
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
1
,7
0
5
か
所
（
5
4
市
町
村
）
に
対
し
、
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

＜
参
考
＞

　
令
和
３
年
度
：
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
1
,5
9
9
か
所
（
5
4
市
町
村
）

　
令
和
４
年
度
：
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
1
,6
2
6
か
所
（
5
4
市
町
村
）

・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
対
す
る
需
要
が
拡
大
し
、
年
々
補
助
対
象
施
設
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
必
要
な
経
費
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

4
5

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

病
児
保
育
事
業
へ
の
助
成

担
当

課
健

康
福

祉
部

子
育

て
支

援
課

基
本
目
標
Ⅰ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
２
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
男
女
共
同
参
画
の
促
進

施
策
の
方
向
①
　
子
育
て
・
介
護
へ
の
支
援

重
点

的
取

組
該
当

施
策
１
　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
体
制
の
整
備

関
係

指
標

子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
と
感
じ
る
家
庭
の
割
合

保
育
所
等
待
機
児
童
数

病
児
保
育
事
業
の
実
施
箇
所
の
増
加
に
向
け
て
、
市
町
村
に
対
し
、
補
助
事
業
の
基
本
単
価
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
よ
り
安
定
的
な
事
業
運
営
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
周
知
す
る
な
ど
、
事
業
の
活

用
を
促
し
ま
す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

５
年

度

6
6
2
,9

5
1

6
0
8
,2

7
3

・
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
市
町
村
が
実
施
す
る
病
児
保
育
事
業
の
運
営
費
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

・
令
和
５
年
度
は
、
病
児
保
育
事
業
3
3
1
か
所
（
4
0
市
町
）
に
対
し
、
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

・
補
助
事
業
の
基
本
単
価
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
よ
り
安
定
的
な
事
業
運
営
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
が
病
児
保
育
事
業
が
増
加
し
た
一
因
と
考
え
ま
す
。

・
県
内
の
病
児
保
育
事
業
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
指
標
「
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
と
感
じ
る
家
庭
の
割
合
」
に
も
一
定
程
度
寄
与
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

＜
参
考
＞

　
令
和
3
年
度
：
病
児
保
育
事
業
3
0
7
か
所
（
3
9
市
町
）

　
令
和
4
年
度
：
病
児
保
育
事
業
3
2
3
か
所
（
3
9
市
町
）

・
必
要
な
時
に
病
児
保
育
の
予
約
が
取
れ
る
よ
う
引
き
続
き
病
児
保
育
事
業
を
増
加
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

1
0

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本
目
標
Ⅰ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
２
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
男
女
共
同
参
画
の
促
進

介
護
人
材
確
保
対
策
事
業
費
補
助
対
象
事
業
数

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）
1
7
2

目
標

（
令

和
７

年
度

）
増
加
を
目
指
し
ま
す

関
係

事
業

事
業

名
令

和
５

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

５
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
と
定
着
促
進

①
　
子
育
て
・
介
護
へ
の
支
援

重
点

的
取

組
該

当
施

　
策

施
策
６
　
地
域
に
お
け
る
介
護
支
援
の
体
制
の
整
備

3
5
4
,6
9
6

2
8
2
,3
8
8

施
策

計
3
5
4
,6
9
6

2
8
2
,3
8
8

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

介
護
人
材
確
保
対
策
事
業
費
補
助
対
象
事
業
数

1
0
0
％

令
和
元
年
度
※
１

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

増
加
を
目
指
し
ま
す

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

目
標
（
令
和
７
年
度
）

1
7
2

1
1
6

1
7
4

1
9
6

2
1
1

実
績
値

目
安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

6
1

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
と
定
着
促
進

担
当

課
健

康
福

祉
部

健
康

福
祉

指
導

課

基
本
目
標
Ⅰ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
２
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
男
女
共
同
参
画
の
促
進

施
策
の
方
向
①
　
子
育
て
・
介
護
へ
の
支
援

重
点

的
取

組
該
当

施
策
６
　
地
域
に
お
け
る
介
護
支
援
の
体
制
の
整
備

関
係

指
標

介
護
人
材
確
保
対
策
事
業
費
補
助
対
象
事
業
数

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

５
年

度

3
5
4
,6

9
6

2
8
2
,3

8
8

・
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
を
図
る
た
め
、
介
護
分
野
へ
の
多
様
な
人
材
の
就
業
促
進
や
介
護
職
へ
の
理
解
促
進
、
介
護
職
員
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
な
ど
総
合
的
な
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
若
手
介
護
職
員
を
「
介
護
の
未
来
案
内
人
」
と
し
て
委
嘱
し
、
学
校
訪
問
や
S
N
S
を
通
し
て
介
護
職
の
魅
力
や
や
り
が
い
を
伝
え
る
活
動
や
、
介
護
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
等
を

実
施
す
る
市
町
村
や
事
業
者
等
の
支
援
、
介
護
事
業
所
内
に
お
け
る
保
育
施
設
の
運
営
経
費
に
対
す
る
助
成
な
ど
、
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
を
図
る
様
々
な
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
市
町
村
や
事
業
者
、
関
係
団
体
等
と
連
携
・
協
働
を
図
り
な
が
ら
、
介
護
人
材
確
保
・
定
着
に
向
け
て
取
組
を
進
め
た
結
果
、
市
町
村
や
事
業
者
等
へ
の
支
援
件
数
は
、
前
年
度
よ
り
8
％
増
加

（
R
4
:1
9
6
件
→
R
5
：
2
1
1
件
）
し
ま
し
た
。

・
介
護
職
員
数
は
年
々
着
実
に
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、
令
和
4
年
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
職
業
の
有
効
求
人
倍
率
は
3
.6
5
倍
と
、
全
職
業
の
1
.0
0
倍
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
介
護
人
材
不
足

は
依
然
と
し
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
こ
の
要
因
と
し
て
、
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
伴
う
介
護
ニ
ー
ズ
の
増
加
に
対
し
て
、
介
護
職
員
の
増
加
が
追
い
付
い
て
い
な
い
こ
と
等
が
あ
り
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
労
働
力
の

確
保
が
今
後
一
層
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
中
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
人
材
を
い
か
に
し
て
確
保
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
将
来
に
わ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
安
定
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
を
支
え
る
介
護
人
材
の
確
保
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
市
町
村
や
事
業
者
、
関
係
団
体
等
と
連
携
・
協
働

を
図
り
な
が
ら
、
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
に
向
け
た
様
々
な
取
組
を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
令
和
4
年
度
に
開
始
し
た
介
護
職
員
の
負
担
軽
減
や
人
的
資
源
の
最
適
化
等
、
介
護
現
場
の
業

務
改
善
を
図
る
取
組
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

1
8

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本

目
標

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
５

　
誰

も
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

環
境

の
整

備

ち
ば

バ
リ
ア

フ
リ
ー

マ
ッ

プ
掲

載
施

設
数

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）
1
,9

3
5
施

設
目

標
（
令

和
７

年
度

）
2
,2

3
0
施

設
(目

標
数

値
:年

間
5
0
施

設
の

増
)

　
　

　
③

　
外

国
人

・
障

害
者

・
高

齢
者

等
が

安
心

し
て

　
　

　
　

　
 暮

ら
せ

る
環

境
づ

く
り

重
点

的
取

組
―

施
　

策
施

策
６

　
バ

リ
ア

フ
リ
ー

の
促

進

事
業

名
令

和
５

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

５
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　

ち
ば

バ
リ
ア

フ
リ
ー

マ
ッ

プ
に

よ
る

県
内

施
設

の
バ

リ
ア

フ
リ
ー

情
報

の
紹

介
2
,8

2
5

2
,7

6
8

目
標

（
令

和
７

年
度

）

施
策

計
2
,8

2
5

2
,7

6
8

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

ち
ば

バ
リ
ア

フ
リ
ー

マ
ッ

プ
掲

載
施

設
数

8
1
.0

%

令
和

元
年

度
※

１
令

和
２

年
度

関
係

事
業

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度

2
,2

3
0
施

設
(目

標
数

値
:年

間
5
0
施

設
の

増
)

1
,9

3
5
施

設
1
,9

8
7
施

設
2
,0

1
6
施

設
2
,0

4
2
施

設
2
,0

9
7
施

設

実
績
値

目
安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

1
5
8

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

ち
ば
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
に
よ
る
県
内
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
の
紹
介

担
当

課
健

康
福

祉
部

健
康

福
祉

指
導

課

基
本
目
標
Ⅱ
　
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
５
　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

・
公
共
施
設
や
商
業
施
設
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
を
紹
介
す
る
「
ち
ば
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
」
に
、
昨
年
度
に
比
べ
5
5
箇
所
増
加
し
、
計
2
,0
9
7
施
設
の
情
報
を
掲
載
で
き
ま
し
た
。

・
令
和
5
年
度
で
は
6
5
件
の
新
規
施
設
の
掲
載
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
一
方
、
既
存
の
掲
載
施
設
の
改
廃
等
に
よ
り
、
1
0
件
の
掲
載
情
報
を
削
除
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
一
定
数
の
掲
載
情
報

の
削
除
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

・
ち
ば
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
充
実
を
着
実
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
既
存
の
掲
載
施
設
の
改
廃
等
に
伴
う
掲
載
情
報
の
削
除
を
見
込
ん
だ
上
で
、
新
規
調
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

・
年
間
5
0
施
設
の
掲
載
施
設
数
の
増
加
を
目
指
し
、
新
規
調
査
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

施
策
の
方
向
③
　
外
国
人
・
障
害
者
・
高
齢
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

重
点

的
取

組
―

施
策
６
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進

関
係

指
標

ち
ば
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
掲
載
施
設
数

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

５
年

度

2
,8

2
5

2
,7

6
8

・
高
齢
者
や
障
害
者
等
の
外
出
時
の
不
安
が
解
消
さ
れ
、
様
々
な
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
「
ち
ば
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
」
の
施
設
情
報
の
追
加
・
更
新
を
行
い
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

1
9

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本

目
標

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
５

　
誰

も
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

環
境

の
整

備

主
要

駅
の

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

等
の

設
置

に
よ

る
段

差
解

消
割

合
計

画
策

定
時

（
令

和
元

年
度

）
9
5
.9

％
目

標
（
令

和
７

年
度

）
1
0
0
％

　
　

　
③

　
外

国
人

・
障

害
者

・
高

齢
者

等
が

安
心

し
て

　
　

　
　

　
 暮

ら
せ

る
環

境
づ

く
り

重
点

的
取

組
―

施
　

策
施

策
６

　
バ

リ
ア

フ
リ
ー

の
促

進

事
業

名
令

和
５

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

５
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　

鉄
道

駅
バ

リ
ア

フ
リ
ー

設
備

の
整

備
支

援
  

1
8
1
,9

2
6

1
3
2
,5

2
0

施
策

計
1
8
1
,9

2
6

1
3
2
,5

2
0

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名
 

主
要

駅
の

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

等
の

設
置

に
よ

る
段

差
解

消
割

合
1
0
0
％

9
6
.8

%
9
9
.5

%

関
係

事
業

令
和

元
年

度
※

１
令

和
２

年
度

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度
目

標
（
令

和
７

年
度

）

9
5
.9

％
9
9
.5

%
9
9
.1

%
1
0
0
％

実
績
値

目
安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

1
5
9

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

鉄
道
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
の
整
備
支
援

担
当

課
総

合
企

画
部

交
通

計
画

課

基
本
目
標
Ⅱ
　
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
５
　
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の
整
備

施
策
の
方
向
③
　
外
国
人
・
障
害
者
・
高
齢
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

重
点

的
取

組
―

施
策
６
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進

関
係

指
標

主
要
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
設
置
に
よ
る
段
差
解
消
割
合

・
県
で
は
、
補
助
要
望
の
あ
っ
た
駅
に
つ
い
て
、
利
用
者
数
の
み
な
ら
ず
、
利
用
状
況
や
駅
周
辺
に
社
会
福
祉
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
る
な
ど
駅
ご
と
の
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
補
助
の
必
要

性
を
判
断
し
て
い
ま
す
。

・
ま
た
、
国
で
は
令
和
3
年
1
2
月
に
、
都
市
部
に
お
い
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
整
備
費
用
を
鉄
道
運
賃
に
上
乗
せ
し
て
徴
収
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
新
た
な
料
金
制
度
が
創
設
さ
れ
、
併
せ

て
、
地
方
部
に
お
い
て
支
援
措
置
を
重
点
化
す
る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

・
県
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
、
市
町
村
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
に
位
置
付
け
、
国
庫
補
助
の
重
点
化
措
置
が
適
用
さ
れ
る
駅
に
対
し
て
は
、
補
助
対
象
経
費
の
上
限
を
市
町
村
負
担
の
内
の

３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
る
等
の
見
直
し
を
令
和
4
年
度
末
に
行
い
ま
し
た
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

５
年

度

1
8
1
,9

2
6

1
3
2
,5

2
0

・
高
齢
者
や
障
害
者
等
を
は
じ
め
と
し
て
全
て
の
県
民
が
、
安
心
し
て
安
全
に
生
活
し
、
自
ら
の
意
思
で
自
由
に
行
動
し
、
平
等
に
社
会
参
加
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
町
村
が
行

う
鉄
道
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
整
備
事
業
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

・
2
駅
6
基
（
2
市
）
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

・
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
減
少
し
て
い
た
鉄
道
利
用
者
数
が
回
復
し
た
こ
と
か
ら
、
設
置
対
象
の
駅
が
昨
年
度
か
ら
３
駅
増
加
し
、
未
設
置
駅
が
１
駅
増
加
し
た
た
め
、
設

置
率
に
つ
い
て
昨
年
度
の
9
9
.5
％
か
ら
今
年
度
は
9
9
.1
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
鉄
道
事
業
者
、
国
、
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
負
担
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
特
に
、
利
用
者
数
が
少
な
い
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
は
、
鉄
道
事
業
者
の
経
営
状
況
に
よ
り
事
業
者
負
担
が
難
し
く
、
地
元
市
町
村
に
多
く
の
負
担
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
整

備
が
進
ま
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

2
4

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

令
和

５
年

度

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本

目
標

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
６

　
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
促

進

が
ん

検
診

の
受

診
率

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）

胃
が

ん
女

性
4
6
.3

％
 男

性
5
4
.1

％
肺

が
ん

女
性

4
8
.7

％
 男

性
5
3
.9

％
大

腸
が

ん
女

性
4
2
.7

％
 男

性
4
7
.6

％
乳

が
ん

　
女

性
5
1
.9

％
子

宮
頸

が
ん

　
女

性
4
1
.8

％
（
Ｒ

元
年

）

目
標

（
令

和
７

年
度

）
増

加
を

目
指

し
ま

す

関
係

事
業

事
業

名
令

和
５

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

５
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　

総
合

的
な

が
ん

対
策

の
推

進

　
　

　
①

　
生

涯
を

通
じ

た
男

女
の

健
康

支
援

の
推

進
重

点
的

取
組

―
施

　
策

施
策

４
　

総
合

的
な

が
ん

対
策

の
推

進

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

が
ん

検
診

の
受

診
率

1
0
0
％

令
和

６
年

度

2
5
3
,0

2
9

2
4
1
,7

4
3

施
策

計
2
5
3
,0

2
9

2
4
1
,7

4
3

令
和

７
年

度
目

標
（
令

和
７

年
度

）

胃
が

ん
女

性
4
6
.3

％
 男

性
5
4
.1

％

肺
が

ん
女

性
4
8
.7

％
 男

性
5
3
.9

％

大
腸

が
ん

女
性

4
2
.7

％
 男

性
4
7
.6

％

乳
が

ん
　

女
性

5
1
.9

％

子
宮

頸
が

ん
女

性
4
1
.8

％

（
Ｒ

元
年

）

―
―

胃
が

ん
女

性
4
8
.2

％
 男

性
5
1
.6

％
肺

が
ん

女
性

5
0
.1

％
 男

性
5
4
.6

％
大

腸
が

ん
女

性
4
4
.2

％
 男

性
4
8
.5

％
乳

が
ん

　
女

性
5
5
.0

％
子

宮
頸

が
ん

女
性

4
7
.5

％
（
Ｒ

4
年

）

増
加

を
目

指
し

ま
す

令
和

元
年

度
※

１
令

和
２

年
度

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度

子
宮
頚
が
ん

女
性
実
績
値

女
性
目
安
値

乳
が
ん

女
性
実
績
値

女
性
目
安
値

大
腸
が
ん

女
性
実
績
値

女
性
目
安
値

男
性
実
績
値

男
性
目
安
値

肺
が
ん

女
性
実
績
値

女
性
目
安
値

男
性
実
績
値

男
性
目
安
値

胃
が
ん

女
性
実
績
値

女
性
目
安
値

男
性
実
績
値

男
性
目
安
値

３
年
毎
の
公
表
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

1
7
5

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

総
合
的
な
が
ん
対
策
の
推
進

担
当

課
健

康
福

祉
部

健
康

づ
く
り

支
援

課

基
本
目
標
Ⅱ
　
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
６
　
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
促
進

県
民
向
け
に
「
が
ん
予
防
展
・
が
ん
講
演
会
」
や
乳
が
ん
検
診
の
受
診
を
呼
び
か
け
る
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
が
ん
検
診
を
実
施
す
る
市
町
村
や
検
診
機
関
等
の
担
当
者
に
対
し
て
、
受
診
率
の
向
上
も
含
め
た
が
ん
検
診
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

５
つ
の
が
ん
検
診
（
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
）
の
男
女
別
の
受
診
率
の
多
く
は
、
令
和
元
年
と
比
べ
て
令
和
４
年
は
上
昇
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
検
診
の
中
止
や
延
期
、
受
診
控
え
等
が
発
生
し
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
更
な
る
受
診
率
の
回
復
及
び
向
上
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
が
ん
予
防
展
・
が
ん
講
演
会
」
や
「
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
事
業
と
併
せ
て
受
診
率
向
上
に
向
け
た
更
な
る
普
及
啓
発
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

施
策
の
方
向
①
　
生
涯
を
通
じ
た
男
女
の
健
康
支
援
の
推
進

重
点

的
取

組
―

施
策
４
　
総
合
的
な
が
ん
対
策
の
推
進

関
係

指
標

が
ん
検
診
の
受
診
率

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

５
年

度

2
5
3
,0

2
9

2
4
1
,7

4
3

が
ん
か
ら
県
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
県
民
と
医
療
・
福
祉
関
係
者
、
行
政
が
協
力
し
、
総
合
的
・
計
画
的
に
が
ん
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

2
5

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本
目
標
Ⅱ
　
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
７
　
防
災
・
復
興
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
登
録
者
数

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）
1
,4
4
5
人

目
標

（
令

和
７

年
度

）
増
加
を
目
指
し
ま
す

　
　
　
②
　
消
防
・
防
災
活
動
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
促
進

重
点

的
取

組
―

施
　

策
施
策
１
　
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
支
援

事
業

名
令

和
５

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

５
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
支
援

0
0

目
標
（
令
和
７
年
度
）

施
策

計
0

0

指
　

標
　

の
進

　
捗

　
状

　
況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
登
録
者
数

1
0
0
％

令
和
元
年
度
※
１

令
和
２
年
度

関
係

事
業

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

増
加
を
目
指
し
ま
す

1
,4
4
5
人

1
,5
2
5
人

1
,6
1
5
人

1
,7
9
3
人

1
,8
5
0
人

実
績
値

目
安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

2
1
1

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
支
援

担
当

課
防

災
危

機
管

理
部

危
機

管
理

政
策

課

　
基
本
目
標
Ⅱ
　
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

　
基
本
的
な
課
題
７
　
防
災
・
復
興
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

　
施
策
の
方
向
②
　
消
防
・
防
災
活
動
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
促
進

重
点

的
取

組
―

　
施
策
１
　
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
支
援

関
係

指
標

災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
登
録
者
数

・
上
記
を
踏
ま
え
、
講
座
の
あ
り
方
に
つ
い
て
再
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
研
修
講
座
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

５
年

度

0 0

・
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
登
録
者
に
対
し
、
更
な
る
知
識
や
技
能
の
習
得
を
目
的
と
し
て
、
平
成
3
1
年
4
月
に
開
設
し
た
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
自
主
防
災
組
織
向
け
研
修
の
受
講

を
推
奨
し
ま
す
。

・
令
和
5
年
度
は
、
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
対
し
自
主
防
災
組
織
向
け
研
修
の
受
講
を
推
奨
し
ま
し
た
。

・
災
害
対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
更
な
る
知
識
や
技
能
の
習
得
の
た
め
、
防
災
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
各
種
研
修
事
業
の
更
な
る
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
が
必
要
で
す
。
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